
科学力増進分科会の活動について

須藤 靖

 ４月１４日の科学力増進分科会で議論すべき内容について、時間短縮のため

にあらかじめ説明しておいた方が良いと思われる事項について以下にまとめま

した。お忙しいところ恐縮ですが、委員の皆様にはどうか事前に目を通して頂

いた上で、当日の分科会で議論をお願いします。 

１）科学力増進分科会のミッション

実は必ずしも明確に定義されているわけではないように思います。私自身は、

第２２期から委員となっていますが、その時から科学力増進分科会はすでにあ

る程度既定路線となっている活動を踏襲しているだけで、新機軸を打ち立てて

いないという批判があったようです。当時の委員長であった毛利衛さんのもと

で、何度か今後の活動についての議論をしたのですが、結局中途半端な結果だ

ったと言わざるを得ません。その後、私が委員長となったのですが、やはり委

員の皆さんのお忙しさもあり、新たな試みは第２３期からということになりま

した。 

 ところが、第２３期になった時点で、我々には事前の説明もないまま当時の

広報分科会と科学力増進分科会が合体され、広報・科学力増進分科会に再編さ

れました。これは、学術会議の広報活動が弱いためにそれを強化するには、二

つの分科会が協力するべきだろうという判断だったのでしょう。 

 しかし、広報分科会は、毎月発行される「学術の動向」誌の企画と編集とい

う大変な仕事を抱えており、年に４回（２回は学術会議総会時）開催される分

科会では主としてその話題だけで時間を終えてしまう結果になりました。 

 そのために、委員長であった小松先生と、副委員長であった私が相談して、

広報分科会と科学力増進分科会に再び分離すべきであると執行部にお願いし、

今回から再びその体制となったものです。 

２）今までの活動

科学力増進分科会が定期的に行ってきたものは、以下の通りです。
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2a) サイエンスカフェ 

 文科省のラウンジを用いて、奇数月の第３あるいは４金曜日の夕方に開催。

講師を招いて、２０人程度の参加者（ウェブで事前に募集）の前で話をし、

それに基づいた双方向の対話を行う。 

2b) サイエンスアゴラ 

 １１月の上旬の週末に、お台場で開催される JST 主催の科学の祭典。子供

から大人までの広い層を対象とする。学術会議として、毎年２、３のシンポ

ジウムを立案している。 

2c) 女子中高生夏の学校 

 国立女性教育会館企画ではあるが、科学力増進分科会と男女参画分科会が

共催として１０年以上継続。毎年２名以上の委員が合宿型の会議に参加し挨

拶と講演などを行う。 

2d) 高校理科教育検討小委員会 

 本分科会の下につくられた小委員会（つまり、旅費も会議費も何もない）

で、高校理科教育のありかたを議論するもの。2016 年２月８日に「これから

の高校理科教育のあり方」という提言を公表した。 

３）今後の活動について

最初にまとめておくと、これからは以下の活動を行う予定です。

 奇数月の第３あるいは４金曜日の夕方に行う文科省との共催サイエンスカ

フェの実施（委員の皆さんに順番で講師の推薦と当日の挨拶をお願いする。

すでに 2016 年１１月までの担当は決定済み） 

 １１月のサイエンスアゴラ（学術会議からの企画を２、３提案し、実行す

る。他の分科会に積極的に働きかけて企画などをしてもらうのでも良い）

 日本学術会議全国縦断サイエンスカフェ（５月１８日に私が試行する予定

なので、それをもとに他の会員の方々の協力を得て、毎年２、３回は開催

したいと希望している）

 科学力増進分科会による学術会議主催シンポジウムを年に一回（今年は、

６月に高校理科教育をテーマとして開催したい）

 これらに関して以下に詳しい説明をします。もちろん、これに限らず新しい

企画を積極的に提案して頂くことを歓迎致します。 
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3a) 文科省とのサイエンスカフェ共催 

 １０年以上前から、当時あまり知られていなかったサイエンスカフェを日

本でも始め、現在のように定着させたのは、毛利衛さんを始めとする当時の

学術会議の会員の方々のご尽力の結果です。ただし、すでに膨大な数のサイ

エンスカフェが行われるようになってきた現在では、毎回２０人程度を集め

て行うサイエンスカフェを科学力増進分科会の中心活動だとするのはやや疑

問です。 

 私は第２２期の分科会委員になった時から、その問題を訴えて、毎月行っ

ていた文科省でのサイエンスカフェを隔月にし、その代わり、年に一度より

大きなシンポジウムを開催して学術会議の活動を広く世間に伝えることと、

サイエンスカフェがほとんど開催されていない地方に進出することを提案し

てきました（事務方が作成してくれた日本でのサイエンスカフェ開催状況マ

ップを参照してください）。その結果として、サイエンスカフェが隔月になっ

たのは良いとしても、それ以外の活動は定着しないまま現在に至っています。 

 私は、故郷の高知で開催された物理学会での市民講演会の翌日の２０１３

年９月１３日に、高知市と協力してサイエンスカフェを試行しました。多く

の方々が集まってくださり成功だったと思うのですが、結局それが一回限り

に終わっています。これはぜひとも継続的に全国展開する活動にしたいと思

います。ただし、学術会議は予算がないので、学術会議の会員や連携会員の

皆さんが学会で地方に行かれた際、あるいはそれぞれの支部の方々にお願い

するしかありません(以下参照)。 

3b) サイエンスカフェ開催の内規改訂 

 科学力増進分科会が直接担当しているのは、文科省との共催のものだけな

のですが、実は学術会議主催と銘打ったサイエンスカフェは他にもあります。

サイエンスカフェを定着させたいという当初の目的のために、サイエンスカ

フェは会員と連携会員が提案すれば、幹事会を経ることなく日本学術会議主

催を名乗ることができることになっています。これはあくまで例外規定なの

ですが、実際、同じ団体とずっと継続している件もあり、それが良いことな

のか悪いことなのかも微妙です。 

例えば、もしも私が自分の関係する研究室や研究科の主催するサイエンス

カフェを定期的に行う場合、私が学術会議サイエンスカフェとしたい、と申
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請すれば自動的に承認されるはずです。また、私が特定の企業とタイアップ

してサイエンスカフェをすることになったときも同じです。 

 学術会議ではサイエンスカフェの講師に対する情報提供もしているのです

が、ある団体から講師を本分科会から推薦し、さらに学術会議主催としてほ

しいとの依頼があったこともあります。もちろんお断りしたのですが、実は

他にそれに類似したサイエンスカフェを行っている会員や連携会員がいらっ

しゃる場合には、公正性の観点から問題が生じかねない事例もあり得ます。 

 そこで、今後は、サイエンスカフェ開催について、科学力増進分科会にお

ける承認を得る必要があるとの規定改正をしたいと考えています。この件に

ついては、今回の分科会で議論して承認して頂く必要があります。 

3c) サイエンスアゴラ 

 これはかなり膨大な祭典であり、学術会議の企画は正直全体の中で完全に

埋没しています。参加者が少なくとも学術会議らしいシンポであれば良いと

の考え方もありますが、一方で、折角の機会なのでできるだけ多くの方々に

学術会議の活動を知ってもらいたいというのもまた確かです。 

また、本分科会委員である渡辺美代子先生自身が JST 側でサイエンスアゴ

ラを改革する立場として携わっていらっしゃりますし、私も昨年から委員を

拝命しています。このような主催者側の今後の方針と情報を共有しながら、

本分科会からよりよい企画をだし、またそれを学術会議の他の分科会にも呼

びかけて行きたいと思います。 

3d) 女子中高生夏の学校 

 １０年以上共催してきたのですが、担当される委員の負担が大きく、しか

も同じ団体にだけいつまでも続けるのではなくそろそろ区切りを付けるべき

だと考えています。これは上述のサイエンスカフェと同じく、定期的に新た

な活動を始めるために、すでにある程度定着したものはそちらにお任せする

という一貫した方針です。この件については国立女性教育会館からすでに何

度も問い合わせがあり、前委員長であった小松先生と相談の上、今後継続し

て共催する可能性は低い旨お伝えしていますが、正式には今回の分科会で議

論し決定すべき事項です。 

3e) 日本学術会議全国縦断サイエンスカフェ 

５月中旬に高知工科大学でセミナーを頼まれたので、ついでにサイエンス

カフェを開催する可能性を打診したところ、ちょうど高知工科大学で定期的

その後、幹事会での議論を経て、現在の届け出の形に
なりました。

その後科学力増進分科会としての関与は取りやめてお
ります。
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にサイエンスカフェを開催する企画を考えていたところだとことでした。し

たがって、それとタイアップする形で学術会議のサイエンスカフェ全国展開

の第一回としたいと考えています（５月１８日を予定）。この件も、今回の分

科会で皆様からのご承認を頂きたい案件です。 

 もしこのようなやり方に賛同して頂けるのであれば、学術会議からの支出

はなしに実行が可能です（今回の旅費と滞在費は高知工科大学から支出して

もらえます）。これは、地方で学会が開催される場合も同様ですが、学会の場

合には担当者がすでに疲弊している可能性があるので、集中講義やセミナー

などで地方の研究機関を訪問する際の方が現実的かもしれません。できれば

今回の試行を具体的な例として提示して、広く会員・連携会員の方々に学術

会議の活動を含めて生で対話して頂ける機会をつくってもらいたいと考えて

います。 

3f) これからの高校理科教育に関するシンポジウム 

 2d)で書いたように、本分科会の下に設置されている高校理科教育検討小委

員会は、今期も継続します。特に、今回まとめた提言のフォローアップは重

要な仕事です。そこで、今年の本分科会のシンポジウムとして以下を提案し

ます。今回の分科会で承認してもらえれば、５月の幹事会で正式に承認され

る予定です。学術会議主催シンポジウムにしてもらっても旅費等がでるかど

うか不明ですし、面倒なので私の研究室の運営費等で開催したいと考えてい

ます。 

以上 
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